
2 .黒 石 養魚 場

A.鯉の越冬中における体重推移調査

調査目的

鯉の越冬中における体重の減耗状況を把握し，春季における産卵機構に対する関連を究明するため

の資料とする。

E 調査内容

1 調査期間

2. 調査場所

3 供 試 魚

4. 担 当 者

5. 調査項 自

自昭和 52年 11月21日

至昭和 53年 4月24日

黒石養魚場 16号， 1 7号養魚池

鯉親魚 1 2尾

試験区 6尾雌雄各 3尾

対象区 6尾雌雄各 3尾

養魚場長山 口 箆治

技 自市 林 義孝

次 長頼 茂

o天候，水温，投餌量(水温 60C以上になった日のみ与える。)摂餌状況

o収容前，取揚後の体重

o 収容池の注水量

園調査方法

1. 試験区 139.61m2 (水深85.5cm )にドイツゴイ，マゴイ，アサギコイの雌雄を各 1尾づっ計 6尾収

容し，対象医 116.96m2 (水深 84cm)にも同じく各 1尾づっ 6尾を収容，調査期間中水温が 60C以上

になっ出だけ試験区にのみ投餌したコ(注水量 40-"""50~会)

2 試験区の鯉は平均体長46.9cm(4 2-"""5 3.7cm)平均体重 3.22 kg ( 2 46 -...... 3 89 kg)対象区では

平均体長 47.8Cm( 4 2-......53. 5cm)平均体重 354 kg ( 3.03 -...... 4.26 kg )を収容した。

3 試験区における調査期間中の投餌は 13回， 1. 02/cgである。

町調査結果

1 調査期間中における水温は O.2 -...... 12. 20Cであったが総体的に対象の減耗は試験区に比べて大きく

個体差も大きかった。
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2. マゴイは他の鯉に比べて減耗率が大きい。(1 2.5%) 

3. 1日当りの減耗は試験区で o.2 "-O. 5 '1 対象区では o.2 "-2 '1でその差が大きかった。

第 1表収容鯉の減耗率

区分
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第 1図 体重減耗率
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F 第 2図鰻越冬試験池水温経過 (5日間平均値:AM  10:00) 

T.WI 

円

U

n

u

a

-

A
U
 

噌

E
A

対 象区(17号池)

試験区(16号池)

5.0 

結
氷

11/25 30 12/5 10 15 20 25 30 1/5 10 15 20 

C C S F CVS F F 

25 30 2/5 10 15 

C S 

-263 -264 -

℃ 

10.0 

5. 0 

結氷

20 

C 

25 30 3/5 10 15 20 25 

F C F 

30 4/5 10 20月/日

S BC 天候



B.漁業公害調査指導事業

調査目的

漁場環境の監視及び漁業公害に関する情報収集並びに防除措置に関する指導を行うことにより，内

水面漁場の保全を図りもって漁業経営の安定に資することを目的とする。

E 調査内容

1.調査期間

2. 観測場所

イ朝日橋

ロ豊平橋

ハ平川橋

ニ安東橋

ホ新鳴瀬橋

昭和 52年 4月 1日から

昭和 53年 3月 31日まで

3. 担 当 者 黒石養魚場技師林 義孝

4. 調査項目及び分析方法

(1) 気 温:棒状温度計

(2)水温:同上

(3) 溶存酸素 : ウインクラー改良法

(4) P H ガラス電極法(目立M7-E)

(5) 透視度:透視度計(水道法 50cm) 

(6) 生物化学的酸素要求量(B. O. D ) 2 OOC 5日間法

E 調査結果

1 水 温 最高水温 28.10C.最低水温 O.lOCで各観測地毎の水温変化は例年と変りは

なかった。しかし，朝日橋の経年変化については，更に詳しい検討を加える必要があると思オオもる。

2. P • H 最高値 8.2. 最低値 6.7であった。

3. 溶存酸素飽和度 最高値 15 8 ~ら，最低値 7 3.1%でそれぞれ例年と同様の経年変化を示して

いるが，各観測点毎に特徴ある変化を示している。特に平川橋と安東橋は対照的で 100%未満の観

測値は平川橋で 64%.安東橋で 16 ~らであった。

4. 透 視 度 例年と略均同様の結果を得た。しかし，前年度が昭和 50年 8月の大洪水の

後遺症で透視度が低かったため，前年度に比べ若干良くなっている。各測定点毎の出現頻度は図 8

-9のとおりである。
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5. B， 0， D 最高値 8.21ppm最低値trであった。全観測値の 89%が水産環境水質基

準に云う自然繁殖の条件 3ppm以下で， 9 8 ~もが生育の条件 5ppm以下の条件を満していた。前年

度に比べ各地点とも低い値であった。

町考 案

本事業が昭和 49年に開始されてから， 4年経過したが，幸い岩木水系では公害等による，漁業被

害は発生じなかった。黒石養魚場で行った 3ヶ年間の観測値を概観すると

1. PHは年々，高くなっている。これは，山林の伐採と関係があるといわれている。

2 透視度は，昭和 50年 8月の大洪水の後遺症のため， 5 1年は低い値が出たが 52年度は回復の

傾向を示している。

3. BOD，は 51年度より 52年度が低い値を示している。

以上，総括すると，岩木水系の水質は向上してきているものと云えるが，更に水質保全のための努

力が必要と考える。

第 1図観測地点
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第 4図 pH出現頻度分布図
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図布分度頻pH  第 5図
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第 7図透視度頻度分布
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布分度頻度視透第 8図
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度頻現出B.O.D 第 9図
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